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基礎年金番号に
統合された記録

約2.5億件

コンピュータ上に未収載の記録

紐付かない紙台帳等 1.2億件

年金手帳記号
番号払出簿

（2.1億件）

基金記録
紙台帳、マイクロフィルム
コンピュータ記録に
紐付いた紙台帳等

6億件

統合済みの記録
1,563万件

解明作業が進展中の記録
1,001万件

一定の解明がな
された記録
1,555万件

Ｂ 基礎年金番号に統合されている記録と紙台帳等との突合せ

今後,更に解明を進める記録
976万件(※1)

コンピュータ上の
年金記録 約3億件

未統合記録
5,095万件

コンピュータ記録と紙台帳等との突合せの全体像

重複分
（347万件）

(※1)氏名等のない記録については、平成23年3月末現在約2万4千件
(※2)遺族年金の基となった死亡者の記録については突合せを実施

(※2)

Ａ 未統合記録と紙台帳等との突合せ
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今後、更に解明を
進める記録

９７６万件

既に亡くなられているなど、
一定の解明がなされた記録

１，５５５万件

基礎年金番号に
統合済みの記録
１，５６３万件

特別便などによって、
解明作業が進展中の記録

１，００１万件

コンピュータの中
の未統合記録

５，０９５
万件

(平成２３年３月時点)(平成１８年６月時点)

未統合記録５，０９５万件の解明状況

どの基礎年金番号にも
結びつかない記録

この９７６万件について、
紙台帳等と突合せをするこ
とにより、コンピュータに収
録されている氏名、生年月
日、性別などに誤りが判明
すれば、基礎年金番号に
統合できる可能性がある。

この１００１万件については、
現在サンプル調査を実施
中（７月頃目途）。

このうち３４７万件について
は、上記記録の持ち主と同
一人の可能性が高い記録
であり、９７６万件の突合せ
により解明されれば併せて
統合することが可能。
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